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＊ ＊ ＊ 調査へのご協力のお願い ＊ ＊ ＊ 

日頃より、市行政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

高砂市では、子育て支援の充実を図るための具体的な計画である「高砂市子ども・子育て・若者

支援プラン」に基づき、さまざまな施策を進めています。 

今回、現行計画の見直しにあたり、今後の子育て支援施策の検討のため、子どもたちや子育て世

帯に関わりが深い機関・団体の皆様にヒアリング調査を実施させていただくこととなりました。 

お忙しい中お手数をおかけいたしますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くださいますよう

お願いいたします。 

令和５年 12月  高砂市 

＊ ＊ ＊ アンケートの回答にあたって ＊ ＊ ＊ 

１ この調査は、インターネットでの回答も可能です。 

（回答にかかる通信費はご自身の負担になります） 

下記のＵＲＬもしくは右の二次元コードからアクセスしていただき、 

アンケートフォームに直接回答を入力してください。 

＜ＵＲＬ＞ https://src.webcas.net/form/pub/src2/282162d 

２ 回答いただく組織・団体が、主として活動の対象としている年齢の子どもとその保護者のこと

についてご回答ください。（本調査では、「子ども」はおおむね 18歳以下を想定していますが、

それ以上の年齢にも及ぶと考えられる場合、その内容についてもご回答ください） 

３ 回答は、選択肢の中から当てはまる番号に○を付けてください。質問によっては具体的に数字

等をご記入いただく場合がありますので、質問文をよくお読みになりご回答ください。また、

回答で「その他」を選ばれた場合は、その内容をカッコ内に具体的に書いてください。 

ご記入いただいた調査票は、令和５年 12月 22日（金）までに、 

返送をお願いいたします。 

 

□最初にこの調査票にご回答いただく貴団体・組織の概要をご記入ください。 

 

機関・団体の正式名称 
（支援者の場合は専門職名） 

 

代表者氏名  記入者氏名  

ご連絡先 
《電 話》 

《メール》 

高砂市子育て支援に関するヒアリング調査 
（関係機関・団体対象調査） 
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１．貴団体の概要・取り組みについてお尋ねします。 

 

所在地域 

１ 高砂 ２ 荒井 ３ 伊保 ４ 伊保南 

５ 中筋 ６ 曽根 ７ 米田 ８ 米田西 

９ 阿弥陀 10 北浜 11 市外  

設置主体 

１ 市町村 ２ 県 ３ 国 

４ 社会福祉法人 ５ 公益社団法人等 ６ ＮＰＯ法人 

７ 株式会社 ８ その他（           ） 

主な活動エリア 

１ 市内の一部 ➡ １ 高砂 ２ 荒井 ３ 伊保 

 ４ 伊保南 ５ 中筋 ６ 曽根 

 ７ 米田 ８ 米田西 ９ 阿弥陀 

 10 北浜   

２ 市内全域    

３ 近隣市町（具体的に：                     ） 

４ 兵庫県内（具体的に：                     ） 

主な利用者 

１ 乳幼児を含む未就学児 ２ 育児中の大人（保護者） 

３ 小学生・中学生 ４ 高校生・大学生 

５ 障がいのある児童・生徒 ６ 障がいのある成人 

７ その他（          ） ８ 特に対象を限定していない 

活動頻度 
１ ほぼ毎日 ２ 週に数日 ３ 週に１回程度 

４ 隔週１回程度 ５ 月に 1回程度以下 ６ 不定期 
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２．活動エリアにおける子ども・若者の課題についてお尋ねします。 

 

※小学校・中学校以外の団体の方へお聞きします 

（１）子ども・若者が利用にいたるまでに、どのような経緯や流れが多いですか。 

 

（２）市内の子ども・若者の課題としてどのようなことがみられますか。 

１ ひきこもり・不登校の子ども・若者が増えている 

２ いじめに関する問題や相談が増えている 

３ 子ども・若者の非行・暴力に関する問題や相談が増えている 

４ 虐待（家庭内暴力・ネグレクトなど）の疑いのある家庭が増えている（相談が増えている） 

５ 生活困窮の問題を抱える家庭が増えている（相談が増えている） 

６ 孤立・孤食状況にある子ども・若者（家庭）が増えている 

７ ヤングケアラーに関する問題や相談が増えている 

８ その他（  ）  

上記の具体例などについて記入してください。 
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３．子ども・若者への関わり方についてお尋ねします。 

 

（１）子ども・若者に関わる際に、大切にされていることを教えてください。 

 

（２）実際にどのように関わっていますか。 

 

（３）子ども・若者に関わる中で特に難しかった（難しい）点は何ですか。 

 

（４）困りごとの解決のために必要な支援等はありますか。 
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４．自治体や関係機関、地域との関わりについてお尋ねします。 

 

（１）現在、連携をしている機関はありますか。（〇はいくつでも） 

１ 市の教育委員会 ２ 小学校・中学校 

３ 高校・大学 ４ 幼稚園や保育所、認定こども園 

５ 市役所（課・施設名：        ） ６ 児童相談所 

７ コミュニティソーシャルワーカー（CSW) ８ 障害者相談支援センター 

９ 社会福祉協議会 10 民生委員・児童委員 

11 医療機関 12 警察や刑事司法関係機関 

13 子ども食堂 14 フリースクールなどの民間団体･施設 

15 その他（             ） 16 特にない 

「１～14」と回答した団体の方にお聞きします。 

連携して行った支援のうち、最も効果的な支援が行えたと感じたケースについて、その支援の内

容と役割分担をお教えください。 

連携して行った支援の内容： 

 

 

役割分担： 

 

 

 

「16 特にない」と回答した団体の方にお聞きします。関わりを持っていない理由は何ですか。 

 

（２）今後、連携を強化していく必要があると思う機関はどこですか。（〇はいくつでも） 

１ 市の教育委員会 ２ 小学校・中学校 

３ 高校・大学 ４ 幼稚園や保育所、認定こども園 

５ 市役所（課・施設名：        ） ６ 児童相談所 

７ コミュニティソーシャルワーカー（CSW) ８ 障害者相談支援センター 

９ 社会福祉協議会 10 民生委員・児童委員 

11 医療機関 12 警察や刑事司法関係機関 

13 子ども食堂 14 フリースクールなどの民間団体･施設 

15 その他（             ） 16 特にない 
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５．貴団体・組織の活動についてお尋ねします。 

 

（１）貴団体の情報や活動内容をどのように発信していますか。（○はいくつでも） 

１ 市の広報紙やホームページ ２ 社会福祉協議会の広報紙やホームページ 

３ 県の広報紙やホームページ ４ チラシやパンフレットの配布 

５ 自団体のホームページ ６ ＳＮＳ（LINE・X(Twitter)・Instagram 等） 

７ メンバーの口コミ ８ その他（              ） 

（２）貴団体が現在活動している中で困っていることを教えてください。（○はいくつでも） 

１ 活動がマンネリ化している ２ 活動の担い手となる人材が不足している 

３ 活動への参加者が少ない ４ 活動への参加者が固定化している 

５ 活動が住民に認知されていない ６ 地域のニーズが把握できていない 

７ 他の団体との交流機会が乏しい ８ 活動場所が確保できない 

９ その他（ ）  

「活動している中で困っていること」について、具体的な内容を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）貴団体の活動を持続させるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１ 活動に関わる必要な情報提供 ２ 成果の発表の場の提供 

３ 活動に関わる情報発信に関する支援 ４ 他団体との連携・協働（ネットワーク化） 

５ 活動資金の支援 ６ 活動の担い手となる人材の育成 

７ 気軽に活動へ参加できる仕組みづくり ８ 活動に関わる相談窓口の設置 

９ 活動拠点場所の確保 10 専門知識習得のための研修会等の実施 

11 その他（               ）  
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さいごに 

 

（１）子ども・若者への支援について、ご意見やご提案などがあればご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査は以上です。ご協力ありがとうございました。 


